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第　 1　問

次の問いに答えよ。

(1) xの方程式
(
x− 1

x

)2

− 3
(
x− 1

x

)
+ 2 = 0の実数解をすべて求めよ。

(2) t = x− 1
x
とするとき，(x− a)2 +

(
1
x

+ a
)2

を aと tの式で表せ。

(3) 座標平面上の円 C1 : (x− a)2+(y+ a)2 = r2 と関数 y = 1
x
のグラフ C2 が，ちょ

うど 2個の共有点をもつとき，円 C1 の半径 r を aの式で表せ。
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第　 2　問

自然数 n，k が n ≧ k をみたすとき，nCk は二項係数を表す。次の問いに答えよ。

(1) 不等式 a > b > cと等式 aC3 + bC2 + cC1 = 29をともにみたす 3つの自然数の組
(a, b, c)を 1つ求めよ。

(2) nを自然数とする。次の等式を証明せよ。

n+3C3 = n+2C3 + n+1C2 + nC1 + 1

(3) 自然数 a，b，c，dは a > b > c > dをみたすとする。このとき，次の不等式を証
明せよ。

aC3 > bC3 + cC2 + dC1
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第　 3　問

関数 f(x)を
f(x) =

{
1− x ( x ≦ 1)

0 ( x > 1)

と定め，
g(x) =

∫ 1

0

f(t− x) dt

とする。このとき，次の問いに答えよ。

(1) y = f(x)のグラフの概形を描け。

(2) g(1)の値を求めよ。

(3) y = g(x)のグラフの概形を描け。
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第　 4　問

座標平面上に 2点 A(1, 0)，B (−b, 0)をとる。ただし，b > 0とする。点 Aを中心と
し原点 O(0, 0)を通る円 C1 と，点 Bを中心とし点 Aを通る円 C2 を描く。円 C1 と円
C2 との交点のうち第一象限にあるものを Pとし，三角形 POAにおいて ∠POAを θ と
する。このとき，次の問いに答えよ。

(1) 点 Pの x座標を bの式で表せ。

(2) sin θ を bの式で表せ。

(3) 点 Bと直線 APの距離が 20
9
であるとき，bの値と sin θ の値を求めよ。
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